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新しい東京地下鐵建設

工事のための土質調査

三　木　五　三　郎

深さ8mの試瞼孔をのぞく

レ

　東京都内池袋碑田間に新しく埴下鐵道が建設ざれるこ

とになつtte通過する路腺の大略は第1圖に示す通り

・で，一口に地下鐵というが事．寳は工費の關係もあつて途

中の地形を巧みに利用し地下部分が5．5㎞，地上部分が

2．2kmとなつている。池袋から大塚辻町を纏て清水谷

までと眞砂町から本郷3J8目を経て聖驕北詰までの塁地

部分ば地下をくぐるが，その中間は堅地の下に出て地上

を走り，また紳田川を長さ約50mの橋で渡つてからは

繁華な低地部の地下に入つて現在の地下蜘申田騨の酉側

に、購する計蚕である。
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第1圖　地質圖と建設豫定跨各線

　ところで地下に構造物を作るkめにはあらかじめその

部分の土の性翼とか地下水の獣態を知つて適當な殻計と

施工方法を決めねばならないが，このためにはまつ地質

16

（昌畢橋試験地，水準載荷試験装置がみえる）
り

學約な知識を活用して土地の携成を知り，その上でボー

yソグその他の工學的な方法で個々の地鮎について土や

水の陸質を調査してゆく順序をふまなければならない。

　そ二で今上記の地下鐵建設工事の場含の土質調査に常

つて地質學的な知識を借りるならば（1），第工岡の地質固

から明らかなように垂地部分は一様に關東ロrム歴（洪

積顧でおおわれ，Ptm附近の低地部は～中積9，また現

在の神田川は萬治2年（1659年）をこ本郷から駿河91cM

く藍地を東西に掘割つてできたもので，下部に第3紀の

粘土砂礫暦が露出していることなどがわかる。

　ではその關東ローム磨とはどんな土がどんな順序でど

の位の深さまであるものであろうかりこの調査にはボー

リソグ機械を使つて地表から直脛工Ocm程度の竪孔を

掘り地中から順次土を掘り上げれば大膣の見當がつくの

喬今度の工事に當つても建設豫定擦線に潰つて地下

30m位まで相當歎實施された。しかし現在わが國で使

われているボーリソグ機械によつて採取さin　tc土の試料

は，採取に際してその自然朕態の組織が完全に破壌され

るか，それ程でなくても非常；二麗鼠されてしまうので，

その土が地下に虞然状態のまSで存在しているときにど

のよう．な性質をますかをその試料について判定すること

がほとんどできない。事實乾燥しtc砂を除いた普通の土

の力學蛇な彊さはその自然状態の土粒子の癬成された組

織，あるいは徴細粒子のティキソトPビPt（Thixo！ropy）

の性質に支配されるもので，例えば自然．状態のまSの粘

土の圓筒型試料の1軸塵縮張匿は卿一度その組織を壌し「

てから圓筒型枠に詰めて作つた同形の試料の堅縮彊度の

2～4倍，極端な場合は4～8倍にもおよぶことが知られ

ている（2）。關東ローム厨の土であるいわゆる赤土もこの

例外ではあり傳ないので，できるだけ自然朕態でのその

力學蛎な性質を知ることが實際の工事には要求され，こ

んな次第でこの土質調査が地下鐵を建設する帝都高速度

交通菅團から當研究所醇委託されたのであつた。

　自然状態のまSの土の性質を調査するのに地表から試

料を採取することが思わしくないとすれば自分で勉下に
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面の勇噺試瞼結果には常に差異が認配）らオ1，粘瀟力では

前者が小，内部摩擦角では隆者が小の傾向があつ七n

　まノこ1軸墜縮試瞼のときの破壌強度Pmaxと，‘およ

びφとの閥係は理翻㌻には

　　　　PmlaX－・c・・n（45・鴇）

て表わされるが，自然の粘匡土の場合に虹画にテ‘つてぢ

効二働き得る粘着力を求めるには経瞼一しkに1ま簡硬の

　　　　　　　　Pmnx
のt：めに　　‘＝－2－．．，

すなわち前式でφ＝ぴの場合から求y，る二とが行われて

お1．）　）tnわれの場合も1面および2i馳燭試瞼ガ．「”

め償のfx均画ま大農1軸購轍邸員度力燃の響〉に

當るという紺果を示しているけ

　揮！生係籔fi，ボアソン比μなる揮性髄の表面に『f一

rfな硝形肝版をおいて載荷し’・ときの軍位面簾

りの載荷重をrと沈下」との關係は理論睡に

　　　　　　　　　L57t1－．　tt　：’）

　　　　　　　　　　　E－－Pf　rf　　　　　　　4＝一

でで表わされるが，Burmisterは（〕幻猷．．．（3））實際の沈

下量の：／4が表面から4・fの深さまてに生ずることに

着目し，上式を歪εの形で示すと

　　　　　　・謁一ヌ響・・納喜

となり，一方1軸堅縮試瞼の歪と載荷重ρとの關係が

　　　　　　　　ε＝ρノE

であることから

　　　　　　　　Pf－』躍一。，）》

なる關係式を導いk。粘性土に封してμ＝O．4とすれば

　　　　　　　　君戸3・02P

となるeわれ十「れの場合にも攣位の小さい颪聞において

Pと例えば．30㎝の占嫡版隠｝するPfとの問には大略

　　　　　　　　Pfr30ρ

なる關係が見られたが，これと⊥Lの闇には籔．値＃に大

きな開きがあり，その一つの大きな原因は載荷試駿，と

きのEと1刺1壁1縮試瞼の鱈つEとがL逮の假定内で

第7【朔　水71モ載荷ilJL’．K’1’｛thllJこ況
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同一／直だとすることにあると思われる。この問題のより

情密な．6容は實駒塾て實際の載荷伏態にょ1近い3軸匿

稲試験を實施する二とにより進展平｝るべきであろう。

　上述のような考方をナるときには土自匿が水平方lilijと

TIE｛方向に力學吻な差を持たないときには，その二つの

載行試瞼斜果も岡一一となるべきで，われわれの場合も見

1．に一致し一豫LMCを侮た。この二とがら將來齋直載荷試

験のf“i）に水ギ載荷試験を．h功二Tsl用できるものE確信

するe大臆載行試験は實際講造物が弥工された．ヒきの状

況を直齪ド｝～に示し規慎からいつても寅掴丘いt：Mlに遣

用ざれるのであるガ・，二の時開と縄費のか　る方法の代

oに上式の利用にょつて更にJl常に簡胆な1軸塵ξ縮試険

新具が・卜分賓用．R値を持つ二とをkilり醍たりも今阿の試

瞼の一つの大きな牧穫　あつた。

　このようにして知り得た土の力學杓性質を便つて實際

構造物の合理的な設計と施工方法の指示にまでタッチす

るのが委託研究のP’diしノニ姿か三思われるが，今困1はこ

の分野はすべて工弓，實施者が謄誉し，現IL工張が進めら

れつつある。なお本委託研究の一部として本郷試瞼地の

赤土地山に深さLsmの溝をt¢　i），その肩に荷蚤を載せ

たときの側壁にかかる七堅の實測も實施しだが，その結

果の報告は紙籔の都合で飽日にゆずらねばならぬのは残

念である。
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